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本稿 はバ タ ック人 を対象 とし、その宗教生活 の実態 を明 らか にし、 さらには、 それ を通 して彼 らの民
族 的アイデンティティの所在 を明 らかにす ることを目的 にす るものであ る。
バ タ ック人 とはイ ン ドネシ ア共和 国のスマ トラ島 ・北スマ トラ州の山岳地域 に居住す るエスニ ック ・
グループである。 このエスニ ック ・グループはイン ドネ シア群島に早 くに(紀 元前2500年 ごろか ら)移
住 した旧マ レー人 に属す る一 グルー プであ り、 この旧ヤレー系 にはス ラウェシ(セ レペ ス)島 に住 む ト
ラジ ャ人、 カ リマンタン(ボ ルネオ)島 に住 むイバ ン人(海 ダヤ ク)人 とビダユー人(陸 ダヤ ク)を 中
心 として ダヤク人 と総称 され る多 くのエスニ ック ・グルー プが属 してい る。かれ らは後 に移住 して きた
新 マ レー人 に属す るエスニ ック ・グループによって海岸地域 か ら追 われて山岳地域 に住む ようにな り、
周辺 に住 む新マ レー系の人々(バ タ ックの周辺 のアチ ェ人、 ミナ ンカバ ウ人、 ムラユ人、 トラジ ャの周
辺 のマカ ッサル人や ブギス人、ダヤ ク人 の周辺 のムラユ人や ブギス人な ど)と は文化 的 に異な る傾 向を
もって い る。
北部 スマ トラの高原地帯 とこれを取 り巻 く急峻 な山岳地帯 を居住地 とす るバ タ ック人 は、その居住地
の地形か ら、海岸地帯か ら切 り離 されて、比較 的 に孤 立 した生 活を送 って きた。 とくに、彼 らが持 って
いた といわれ る人肉食の風 習(カ ニバ リズ ム)は 誇張 された形 で外部世界 に伝 え られ、外の人間が接近
す ることを困難 に していた。 これ らの結果、バ タック人 は、マ レー系諸民族が持つ文化 の古 い姿 をその
まま保持 してい る と考 えられ るようになったので ある。そ して、土着宗教 を含むバ タックの文化 につ い
ては多 くの研究が行われ るこ とになった。
本稿 は これ らの先行研究 を援用 してバ タック人の伝統 的な土着宗教 の実態 を明 らかにす るとともに、
19世 紀半 ばに始 ま り大 きな成功 を収 めた キ リス ト教 の伝道 に よって、 この土着宗教 が どの ように変貌 し
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たのかを明 らか にす る。 と同時に この土着宗教 に対す るキ リス ト教側 の姿勢が どの ような ものだ ったの
か を明 らかにす る。本稿 は 「バ タックの宗教」 と題 してい るが、 ここで 「バ タックの宗教」 と呼ぶ もの
は、伝統 的土着宗教だ けではな く、キ リス ト教 によって変貌 させ られ た土着宗教 と、土着宗教 に自らを
適合 させ たキ リス ト教の両方を含 み、 これ らを併せ持 つ ところに成立 している今 日のバ タ ック人の宗教
生活の総体 を 「バ タ ックの宗教」 と呼ぶ もので ある。
したがってバ タ ックの土着宗教 をアニ ミズム として規定 し、キ リス ト教 の拡大 を前 に して消 え去 った
もの、ない しは消 え去 るべ きもの として扱 って きた従来の研究 とは違 って、本稿 は、土着宗教 とキ リス
ト教 との係 わ り合 いの 中にバ タック人の宗教生活 のあ り様 を見出そ うとす るものであ る。
この ような目的 に添 って、本章 では地域、人、歴史 と文化 、社会 の各項 目に分 けてバ タ ックにっ いて
の概説 を行 い、次 いで、バ タック研究史 を振 り返 った後 に、本稿研究 のた めの方法 と手順 にっ いて述べ
る。その概略 を述べれ ば、 まず第一 に、バ タック人の宗教生活 を研究す るにあた り、伝統 的土着宗教 に
寄せ て これ を理解 しよう とす るものでな く、 またキ リス ト教 に寄せ てでもな く、土着宗教 とキ リス ト教
が絢 い混 じる ところに成立す るものを 「バ タ ックの宗教」 と措定 して、 その特質 を明 らかに しようとす
る。 こうするこ とによって、従来 のバ タ ック研究 に見 られた ような、バ タ ック人の宗教生活が持っ土着
宗教 的な側面 とキ リス ト教 的な側面 が分離 ない し乖離す るとい う欠 陥が克服で きるし、 また、西洋化や
近代化や 国民国家化 に伴 う自己認識 の分裂 の危機 を乗 り越 え ようとす るバ タック人の努 力を視野 に収 め
ることがで きる と考 える。 また、 このバ タックの宗教 の特質 を解明す るにあたっては、従来 のバ タック
研 究に見 られた よ うな、 これを未開宗教 として捉 え、アニ ミズム論等 によって説 明 しようとす る立場 を
とらない。 また、神 的な るもの との関わ り方 をもって呪術 と宗教 を区別す る宗教 の本質論 の立場か らバ
タ ックの宗教 を論 じるもので もない。
第一章 バタック宗教の静態的研究
本章で はキ リス ト教の影響 を受 け る以前 のバ タックの土着宗教 の実態 を明 らか にし、それ を もって全
体像 を静態的 に把握 す るための構図 を提示す るこ とを 目的 とす る。
そのためにまず はじめに、 これ まで のバ タック人の宗教生活 の歴史 を振 り返 る。外来宗教 の影響 を強
く受 ける以前の土着宗教 の時代か ら、イ スラムの影響 を受 け、 さ らにはキ リス ト教 の影響 によ り土着宗
教が その姿 を大 き く変 え る時代 を経て、土着宗教 とキ リス ト教が綱 い混 じった今 日のバ タ ックの宗教 が
成立す るまで を、 「1節 バ タ ック宗教小史」 として歴史的 に概観す る。
次 いで 「2節 さまざまなバ タック宗教像 」では、 かって の土着宗教が これ まで どのよ うに理解 され
紹介 されて きたのかを、代表的 な研 究者 が描 き出すバ タック宗教像 を見 ることに よって明 らかにす る。
「3節 バ タックの神話、神々、生霊 と死霊 ・祖霊 、お よび儀礼」で は、先行研究 の成果 を援用 し整理
しつつ、バ タックの神話、神々のパ ンテオ ン、生霊 と死霊や祖霊が どの ような もので あるか を明 らかに
す る。 さ らには、それ らが登場す る具体的な儀礼 の場 を紹介 した上で、神々等 と儀礼が どの よ うな関係
にあ るのか を解 明す るこ とに努 める。 こ こで の結論 は次 の ような ものであ る。バ タック人 は神 々、祖
霊、生霊、 自然神等 を包 み込 んだ未分化 の一体 として の1つ のもの を儀 礼の中で崇拝す る。個々の儀礼
の中で具体的な神 が崇拝 され る場合で も、 その神 とその儀礼 の間 には特 定の固定 的関係 は認 められず、
その神 を通 してその背後 にある未分化の一体 がそ こで は崇拝 されて いるのである。 この未分化の一体 的
なるもの はデバタ と呼ばれ るこ とがあ る。
続 いて4節 と5節 では、3節 で明 らか に した神 々や祖霊 といった観念 群 に支 え られて現出す るバ タッ
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クの宗教現象 を集 団的な もの と個人的な ものの2つ に分 けて整理す る。集団的な宗教現象 とは、血縁的
で あれ地縁 的であれ、 なん らかの集 団に よって担 われ、 また逆 に、 その集 団が集団 として成立す るため
の重要 な契機 になっているような現象 を指 す。 これ に対 して個人的な宗教現象 とは、個人 によって担わ
れ、その影響 や結果 が個人 に帰す ような現象 を指 す。
「4節 集 団的儀礼」では、バ タックの土着宗教 の中で もっ とも重要な ものの1つ で あった新年祭 を取
り上げ る。 これは、多 くの親族集 団 と広 い地縁集団 を包含す る集 団 によって行 われ る儀礼で ある。 その
詳細を見 ることに よって、 この新年祭 の ような集団的儀礼がバ タックの社会 に とって もつ意義 を明 らか
にす る上で必要 な材料 を提示す る。
「5節 個人 的儀礼」では、バ タ ック人 の宗教生活の中で重要 な役割 を果 た していた(部 分的 には現在
で も果 た してい る)ダ トゥ と呼ばれ る宗教 的職能者 とクライ アン トの関係 の中で営 まれ るバ タック人の
宗教生活 をさまざまな角度か ら検討 す る。 その際、バ タ ック文書 を研究材料 として活用す る。バ タック
文書 とは樹皮 にバ タ ック語でバ タック文字 を使 って書 き記 された一種 の書物 であ り、 ダ トゥが師匠 につ
いて修行 した後 に、 その学んだ ところを書 き記 した もので ある。 ヨー ロッパ各地 の博物館 、図書館 等に
約1200点 、イ ン ドネシア国内の博物館 にお よそ170点 ほ ど保存 されてお り、日本国内では、国立民族学博
物館や天理大学附属天理図書館 に数 点つつ保存 されてい る。 これ らの文書 はバ タ ックの土着宗教の実態
を知 る上で貴重 な資料であ るはずだが、 しか し、使 われてい るバ タック語 がダ トゥ特有の独特な もので
あ り解読が容易で ないこ ともあって、 これ まで のバ タック研 究で は十分意活用 されて きた とはいいがた
い。筆者 はヨーロヅパ、イ ン ドネシア、 日本 に保存 され るバ タック文書数点 につ いて それ を解読 し、そ
の内容理解 に努 めて きた。本節 ではその結果 を もってバ タック人の個 人的儀礼 の実態解明 を試み る。
5節 で はまず、バ タック文書 についての説明 を した後 に、 そこに書 き記 され たダ トゥの術が どの よう
な もので あるのか、 その概要 の把握 に努 める。次いで、天理図書館所蔵 に所蔵 され る5点 のバ タック文
書 を使 いその 内容 を明 らかにす る。 さ らには、かって筆者 がカタ ログを作成 した シマル グン博物館(北
スマ トラ州、 プマタン ・シ アンタール市)所 蔵 のバ タ ック文書1点 を使 って、バ タ ック人の宿命 論 につ
いて再検討 を行 う。
バ タ ック文書の解読 は、その言語的、 内容的特殊1生にかんがみて、決 して容易で はな く、 まだ不十分
な点が多 く残 されてい るが、5点 のバ タ ック文書 について可能 な限 り詳 しい翻訳 を行 うこ とに よって、
ダ トゥの術の い くつか についてその詳細 な内容 の解明 を試 み る。
宿命論 につ いてい うと、従来 の研究で は、多 くの研 究者 によって、バ タ ック人 は宿命論 に支配 され、
これが彼 らか ら生 きる活力を奪 っている と主張 されて きた。生 まれなが らに人 の一生 を支配す る運命 は
決 め られてお り、 これは変え ることはで きず、 これ を変え ようとす るいか なる試み も無駄 に終 わ ると、
バ タ ック人 は信 じて きた とい うのである。果 た して この ような主 張は妥 当な もので あるのか どうか をバ
タ ック文書 を使 って検証 したい。使用 するバ タック文書 の中に 「もって生 まれ た運命 に関す る指示」 と
い う項 目が あ り、 ここには上 で述べた よ うな宿命論 に直接 関わ る事柄が記 されてい る。
結論 を述べれぼ次の ようになる。バ タ ック人 は確 かに宿命論 とい うべ き考 え方 を持 ってい るが、 しか
し、彼 らは決 して それ に支配 され身 を任せて生 きてい るわ けではない。 もって生 まれた運命の重 さを知
りつつ、 同時 にそれ を避 け、あるいはそれ を無効 にす るな ど、 この もって生 まれた運命 に抗 って生 きる
術 を知 ってい る。 この術 に関するダ トウの知識 を書 き記 してい るのがバ タ ック文書で ある。 これが ここ
での結論であ る。
最後 に 「6節 バ タックの土着宗教 の構図」で は、 これ まで述 べ きたったバ タ ックの土着宗教 の諸側
面 を有機的 に関連 付 けつつ一体 の もの として理解す るには、 どの ような構図で これ を理解 すれば よいの
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かを考 える。
ここで の問題の要点 は、1っ は、神話や神観念な どの観念群 の関連i生いいか えれば観念群 の内的構造
を どのよ うに とらえるのか とい う点、2つ めは、集団的ない し個別 的な儀礼か ら成 る現象群 とこの観念
群 の関連性 とい う点、3っ めは、 この現象群の 内的構 造は どうなっているのか とい う点、 とい う3つ の
点である。
第1の 点 につ いて は、神 々 とトンディ等 の霊 的諸存在 は、それぞれば らば らなもので はな く、上位下
位 の序列 的分化 と機 能的分化 の両方 を含 みつつ、1つ のパ ンテオ ンへ と組織 され、 これ によって神 々や
精霊 たちの世界 は構 造化 された もの となってい る。 と同時 に、 このパ ンテオンは、 そこに属 す るすべて
の神々や霊的存在 を融解 したアマルガ ム として立ち現われ ることもあ る。す なわちすべての神 々等が収
敏 して い くデバ タ としてであ る。
第2の 点 について は、 この観念群 は限 られた特定の宗教 現象 とだけ結 びつ いた もので はな く、一切 の
儀礼現象 に浸潤 してい る。現象 のなか に浸透す る ときこのパ ンテオ ンは、 その構成要 素の一 部を前面 に
打ち出す こともあるが、 しか しその場合 に も、背景 にあるパ ンテオ ンの全体が忘れ られて しまうわ けで
はない。そ して この観念 群の浸透性 と遍在性 が、 さまざまな現象 を全体 として1つ の もの にま とめ上
げ、バ タ ックの宗教 と呼び うるものにす る媒材 の役割 を果た してい る。
第3の 点 につ いて は次の ようにいえ るであろ う。本稿で はこれ までバ タ ックの宗教現象群 を、その担
い手の あ りようか ら見て、便宜的 に集団 的なもの と個人的な ものに分 けておいた。 しか しこの区別 は、
単 に便宜的で表面的な ものに留 ま らず、バ タック宗教の全体 的構 図を描 き出す うえで よ り本 質的な意味
を持 った 区別で ある と考 え る。 すなわち、集団的 なもの は血縁 的、地縁 的集団 によって担われ るもので
あ るが、逆 にいえぼ これは、その血縁的 ない し地縁的集団を集 団 として成 り立 た しめ、維持 してい く役
割 を担 った ものであ る といえ る。 そ して、 この血縁的 ない し地縁 的集 団が、宗教的儀 礼行為 を担 うこと
を専 らその役 目 とす る集 団ではな く、む しろ、バ タック社会 の構成要素 であ る村落共同体や その連合体、
あ るいは単系親族集 団 その もの と重 な り合 うもので あるこ とを考 え るとき、 この集団的 な儀 礼現象 は、
バ タ ック社会 その ものの成 立を可能 にす るもので あ り、 この意味で、バ タ ック宗教の 中核部分 を形成 す
る もので ある といえ るであろ う。 これ に対 して個人的な ものは、 よ りバ タ ックの人々の個 人の生活 関心
の方 に結びついた ものであ るとい う点で、バ タ ック宗教の周辺部 に位置 す るもので ある とい って よい。
す なわち、バ タック宗教 の全体像 は、社会の存続 を支 える集 団的儀礼群 を中核部分 に置 き、個人 の生
存 を支 える個 人的儀礼群 を周辺部分 に置 くとい う構図で描 き出せ るのであ る。 そ して、 この中核部分 と
周辺部 分の両方 に浸潤 して、両者 の一体 性 を作 り上 げて い るのが神々 と霊 的諸 存在 のパ ンテオ ンであ
る。 これが、多 くの先行研究 の成果 を踏 まえて復元 したバ タックの土着宗教 の全体像で あ り、それを静
態 的に とらえた ものであ る。
第二章 バタック宗教の動態的研究
第一章で明 らかに したバ タックの土着宗教の全体像 を踏 まえて、第二章で は、 それが、外来 の宗教、
とりわ けキ リス ト教 の影響下 で どの ように変貌 し、 また キリス ト教 とどの ような関係 を築 きつつ、現在
のバ タックの宗教を作 り上 げてきたのか を明 らか にす るこ とを目的にす る。
まずrl節 バ タック社会 の変動」で、バ タ ックの土着宗教の解体 と今 日のバ タック宗教 の形成 の背
景 として、オ ランダ による植 民地支配 の浸透がバ タックの社会にいかな る変化 を もた ら したのかを広 く
概観す る。次いで 「2節 土着宗教 の解体」で は、バ タック社会 の変動一般 を背景 に・土着宗教が キリ
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ス ト教 と植民地権 力 によって解体 されてい くプロセスを見 る。 その上で、本章の中心 となる 「3節 土
着宗教 の再生の試み」で、一度 は解体 された、ない しは解体 されかか ったバ タックの土着宗教が再生す
る姿、 それ を再生 させ ようとする試みの い くっかを明 らか にす る。
抑圧 し解体 しようとす るキ リス ト教側 か らの力 に対 し、バ タ ックの側が まった く受動 的、諦観 的で
あったわ けで はない。キ リス ト教側か らの力に抗 ってバ タ ックの土着宗教 を蘇 生 させ再編成 しよ うとす
る試みがあった し、 また、解体の過程 に耐えてその生命 を永 らえて きた もの も、ないではない。バ タ ッ
クの土着宗教 の再生 の試 みは3つ の形 態 を とって現 われて きた と考 えられ る。1つ は千年王国運動的形
態、2つ 目は祖霊崇拝 とい う旧慣の現代的復 活 とい う形態、3つ 目は思想的営為 としての形態で ある。
以下 そのそれぞれについて、バ タック宗教再生 の試 みを見てい きたい。
まず千年王国運動 につ いてで あるが、 ここで千年王国運動 という とき、それは、 ヨーロ ッパの キ リス
ト教世界 にお けるキ リス ト再臨への待望 とい う事象 を指 して いるので はな く、近現代 の世界各地で、植
民地の被抑圧 民族 の間で発生 した、現世王 国を求 める熱狂的 な宗教的 ・社会 的運動 としての千年王国運
動 を指 してい る。メ ラネシアな どでのカーゴ ・カル トや北米先住 民の ゴース ト ・ダンスな どが その代表
的 なものであ るが、 同様の現象がイ ン ドネシァで も発生 した。ジ ャワでの正義王再来 の運動、北スマ ト
ラ、カ リマ ンタン内陸部、 中央ス ラウェシな どで起 こった運動な どであ る。 この ようなイ ン ドネシ アで
の千年 王国運動 のム環 としてバ タック地方 で起 こったのがパルマ リム運 動 とパ ル フダムダム運動 と呼ば
れてい る2つ の運動で ある。
結論 だ けを述べれ ば、パルマ リム運動 とパ ル フダムダム運動 はいずれ もバ タ ックの伝統的な価値観 や
宗教 を再生 しようとしたものであ る。 しか しその再生 は、バ タックの伝統 的土着宗教 をその ままの形 で
再 生 させ ようとした もので はない。外来 の ものを取 り込む こ とに よ り伝統 の再生 を図 ったのが この2っ
の運動 であった といって よい。すなわち、 いったん は解体 されたバ タックの宗教 を、 その中核 部分 にキ
リス ト教 を取 り込む ことによって再編成 しよ うとしたのがパルマ リム運動で あ り、一方、イス ラム教 を
取 り込 む ことによって これ を行 お うとしたのがパル フダム ダム運動 だったので ある。パル フダムダム運
動 はすでに姿 を消 したが、パルマ リム運動 は細々 とで はあるが今 日まで続 いて いる。
次 に祖霊崇拝 の復活 についてであ るが、 この研究 は、大小 の規模や形態が さまざまな記念碑状 の建築
物、 トゥグ、 の林立 によって特徴付 け られ る今 日のバ タック地方 の景観 の特異 さに触発 されて行 うもの
であ る。 トゥグ とは、死後 数世代 を経 た祖 先 の遺骨 を掘 り出 して改葬す るための納骨施設 の こ とで あ
る。 この ような改葬の風習 は、バタ ックの土着宗教の重要 な部分 を占め るもので あ り、バ タック人 の社
会組織 上 きわめて重要 な親族 組織 を維持 す る上で も重要 な機 能 を持 つ もので あった。 ま さにそれ ゆえ
に、 この改葬儀礼 と、 そこに集約 的に表現 され るバ タック人 の祖霊崇拝 はキ リス ト教会 か らの抑圧 の対
象 となった もので ある。 この抑圧 に よって祖霊崇拝 は一度 は衰退 す るが、 しか し、1950年 代 に入 るとふ
たたび復活 し、以後衰 えるこ とな く逆 に トゥグの建立 は隆盛を極 め るようになる。 まさに祖 霊崇拝 は復
活 し、バ タ ックの土着宗教の再生 の重要 な要素 とな ってい るといって よい。
この ような改葬儀礼の実態を明 らか にす るこ とに努め るが、 しか し、 ここでの主た るテーマは、 その
キ リス ト教 との関係の解 明である。改葬儀 礼や祖霊崇拝 に対 する教会の側の態度を歴史 的に把握 し、現
在 のプロテスタン ト ・バ タック ・キ リス ト教団の 「教会罰則規定」 の参照 を含 めて、両者 の関係 の解明
に努め る。
このテーマ に関す る結論 を述べ ると、次の ようにな る。
トゥグに具現化 され る今 日のバ タ ック人の祖霊崇拝 は、 キ リス ト教化以前のバ タックの土着宗教 の継
承ない しは復活 とい う側 面 を色濃 く持 ちつつ、同時 に、キ リス ト教 との調和 をも模 索す る。 そ こには、
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外来 宗教 と伝統 とが今 なお錆 を削ってお り、両者 の確執 がバ タックにおいて は今 もなお続 いて いる こ
と、 および この2つ の問 で和解 の道が模索 されてい る状況が示 されてい るのである。すなわち、現在 の
バ タ ック人の間で は、キ リス ト教 と土着宗教 に由来す る祖霊崇拝が共存 してお り、 トウグが この両者 の
関係 を象徴 的、集約 的に表す もの とな ってい る。 この関係 は、一面で は、キ リス ト教側 が祖霊崇拝 を抑
圧 し、 これ に対 して祖霊崇拝側が抵抗 して生 き延 びてきた という形 を取ってい る。 しか し他面において
は、祖霊崇拝側 が キリス ト教 に歩み寄 り、あ るいはキ リス ト教か ら新 たな養分 を吸収 して、 その活力 を
取 り戻 そうとす る面 も持 ってい るので ある。
こうして祖霊崇拝 とい うバ タ ックの土着宗教 は、 キ リス ト教か ら新 たな養分 を吸収 す るこ とに ょっ
て、 自らを変容 させつつ再生 しよう としてい るといって よいで あろう。バ タ ック人の問 に見 られた千年
王国運動が、パ ルマ リム運動の ようにエホバやイエス、 あるい はそれ によって使命 を与 え られた預言者
といった キリス ト教 的諸観念 を援用 してバ タック伝来 の価値観 を新 しい形 で再生 させ よ うとしたのに似
て、バ タックの祖霊崇拝 もまた、 キリス ト教 との接点 を探 りつつ伝来 の信仰 を新 しい形で再 生 させ よう
とす る試みであ るといってよいで あろう。
付言すれば、祖霊崇拝 その ものは ともか くとして、 それ を改葬 とい う形 で表現 する習俗 は、キ リス ト
教 を受容 し、キ リス ト教が大 きな影 響.をもつ地域 では、世界の他の地域 では見 られ ないので はないだろ
うか。 も しそうだ とすれ ば、 このバ タックの祖霊崇拝 の現象 はきわめて興 味深 い事例 を提供 して くれ る
ものであ るが、世界 の他 の地域 との比較考証 は本稿 の範囲 を超 えるものであ るため、 ここで は新たな研
究課題 の可能性 を指摘す るに とどめてお きたい。
最後 に土着宗教 の再解釈 とい うテーマについてであるが、 ここで論 じようとするのは、バ タック人 自
身の手 にな るバ タ ック宗教の研 究が どの ような性格 のものであ り、 どの ような意義 を持つ ものであ るの
か、 とい うことで あ る。取 り上 げるの は トビンとシナガ という研究者 の ものであるが、 トビンもシナガ
も、 プロテスタン トとカ トリックの違 い こそあれ、 どちらも敬度 な信者 として、 キ リス ト教の信仰 を大
切 にす る。 と同時 に、彼 らに とっては 自らがバ タ ック人で ある とい うことも厳然た る事実であった。
バ タック人であ るとい うこ と、つ ま りはバ タック人 のアイデ ンテ ィテ ィを形成 して きたの は土着宗教
を中心 とす るバ タ ックの伝統 であ る。そのため、 キ リス ト教徒 となったバ タ ック人 に とって、その生 き
方の中で土着宗教 とキ リス ト教が対峙す るとい う状況 は避 けるこ とがで きない もの とな った。 トビンと
シナガが直面 した問題 は ここにあった。 この問題 に取 り組んだのが、バ タック宗教 に関す る彼 らの研究
であ った といって よい。 この問題 に取 り組 むにあた り、伝統 を背景 としたバ タ ックの アイデ ンテ ィティ
とキ リス ト教徒 して の信仰 の両方 を保 持す ることは、最初 か ら彼 らに求 め られ た要請 で あった。 しか
し、 この要請 に応 じるた めには、バ タ ックのアイ デンテ ィテ ィの背景 となる伝統、 とりわ けその中心 で
ある土着宗教 が、従来 の ヨーロ ッパ人研 究者 がい うよ うなアニ ミズ ム とか未 開宗教で あって はな らな
い。 もしもバ タ ックの土着宗教が未 開のアニ ミズムで ある とす るな ら、それ とキ リス ト教 とをつな ぐ掛
け橋 を見 出す ことははじめか らで きないか らで ある。 キリス ト教 との問に接点 を持つ ような もの として
バ タックの土着宗教 を理解 しなおす ことが必要で あった。 この試 みが トビン とシナガのバ タック宗教論
であ った といって よいで あろう。
そのバ タ ック宗教論の中でかれ らが、高神 ムラジャデ ィ ・ナ ・ボロ ンを唯一 なる人格神 であ るかの よ
うに扱 い、超越性 と内在性 とい う優 れてキ リス ト教神学的な概念 でその属性 を論 じたのは、バ タ ックの
土着宗教 とキ リス ト教の親和性 を示 すためで ある といって よいであろ う。 トビンとシナガの研究 は、バ
タック人 としての伝統的文化 的アイデ ンティティ とキ リス ト教徒 としての宗教的アイデ ンテ ィティの調
和 を実現 す るために行われた、土着宗教 の再解釈 だったのであ る。
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終章一 ま とめ
ここで は、第一 章 と第二章で述べ きたった ところを改 めて整理 して提示 した上で、次 のよ うなま とめ
を行 った。
第一章で明 らかに したよ うな全体像 を持つバ タ ックの土着宗教 はキ リス ト教を前 に して変貌 し衰退す
る。 しか し、第二章 で論 じたよ うに次 の ような形で それ は蘇 る。パルマ リム運動 に よってバ タ ックの道
徳律 や神崇拝 は蘇 り、パ ル フダム ダム運動 を通 してバ タ ックの不死身の術 は蘇 り、 トゥグ建立 を通 して
バ タックの祖霊崇拝 は蘇 った。 さ らに は、バ タック人研究者の研究 を通 して、土着宗教 その ものが再 生
したわ けではないにせ よ、 その神観念 の再解釈 を通 してバ タ ックのアイデ ンテ ィティの再生が図 られた
のであ る。 とはいえ、 これ らの試みを通 して再生 し、 あるいは再生が図 られたバ タ ックの宗教 は、外部
か らの影響 に さらされ る以前のバ タックの土着宗教 そのままの もので はない。それ らはいずれ も外来の
新 しい要素 、 とりわけキ リス ト教 を取 り入 れてわが もの とし、 それ を基軸 にして再編成 し、再解釈す る
こ とを通 して再生 された もので ある。 それは動物が変態す るように、いわばメタモルフォウズ した土着
宗教 であ るといって よいで あろう。
こう してバ タ ックの土着宗教 はキ リス ト教 の影響下で変態 した。一方でキ リス ト教 の側 で も、第二章
で見た ように、 その伝道 の過程 であ るいは教会組織 を形成す る中でバ タックのアダ ッ トを受 け入れた。
この意 味ではバ タ ックの伝 統の影響下 でキ リス ト教 が変態 した とい うこともで きる。大 き くメ タモル
フォウズ した土着宗教 と少 しばか りメ タモル フォウズ した キ リス ト教 をあわせ もつ ものが今 日のバ タッ
クの宗教 であ り、 そ こで今 日のバ タック人 の宗教生活が営 まれてい る とい うことがで きるで あろう。 こ
の ようなバ タ ックの宗教 の変態の過程 は まだ完 了 した もので はない。 変態 の末 にバ タ ックの宗教が どの
ような 内容 と形 式 を もった もの にな るのか は、 まだ明 らかで はない。新 しいバ タ ック宗教 の形成 は始
まったぼか りである。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 イン ドネ シアのスマ トラ島に暮 らすバ タック人の宗教生活 の諸相 を、包括的な枠組 みにお
いて記述 する とともに、 それ らを、外来文化 の影響や近代化、国民国家化 による自己認識の分裂 の危機
を乗 り越 えよ うとす る試み として位置づ け理解 しよ うとす る試 みであ る。
まず序章 では、本論文の主題 として、従来 の研究で個 別 に取 り上げ られ る傾 向にあったバ タック宗教
の諸 相 を総体 として捉 え、 その特 質 を明 らか にす る とい う ことが あ げ られ る。つ ま り、従来 の研究 に
あって個別 に とりあげ られがちであった 「土着宗教」 と 「キリス ト教 」の両方 を含み、 それ らが絢 い混
じって作 り出され るバ タック人の宗教生活 の総体 を 「バ タックの宗教 」 とみな して考察の対象 とし、そ
の①静態的構造 と②歴史的動態 の両面 的考察 を通 し、バ タック的な るものの所在 を明 らか にしてい くと
い うことが述べ られ る。 また、 この ようにす ることによって、キ リス ト教 の受容、近代化 や国民国家化
に伴 う自己認識の分裂の危機 を乗 り越 えよ うとす るバ タック人 の努力 を視野 に納め ることがで きるとい
うことが指摘 され る。
「第一章、バ タ ック宗教の静 態的研究」 は、上の① の考 察 にあて られ ている。 「1節 バ タック宗教小
史」 で は、バ タック地 方の宗教 の歴史が、 「孤立 の時代」か ら 「イス ラム化 とキ リス ト教 化」、 そ して
「キ リス ト教 と土着宗教のかかわ り」 とい う枠組み において整理 され
、バ タックの宗教 が持 つ緊張 をは
らんだダイナ ミックな性格が明 らかに され る。 それ をふ まえて2節 以下で は、 さまざまな資料 を駆使 し
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っっ、19世 紀 におけ るキ リス ト教伝来 以前 に成立 して いたバ タックの 「土着宗教」の全体像 が明 らか に
されてい く。 まず 「2節 さまざ まなバ タック宗教像」で は、バ タックの 「土着宗教」に関す る資料 と
して ヴァルネ ック、 ヴィンクラー とい う2人 の宣教師、そ して トビン、 シナガ とい う2人 のバ タ ック人
研究者 の著作 を とりあげ、 それぞれの資料 の もつ特徴 と限界 を批 判的に吟味 して いる。 とりわけ、宗教
学や人類学 における数々の古典 的著作 に引用 されて きた ヴァルネ ックの著作 について、当時隆盛 であっ
た原始一神教説や アニ ミズム説 との関連 を考慮 すべ きで ある との重要 な指摘 をお こなって い る。 「3節
バ タックの神話、神々、生霊 と死霊 ・祖霊、 および儀礼」では、バ タ ックの神々 と諸霊 の観念 が検討
の中心 とされ る。 それ らの多様 な神 々 と霊 は、従来 されて きた ように、創造神 ムラジ ャデ ィ ・ナ ・ボロ
ンを頂 点 としたパ ンテオ ン として描 き出す ことが ひ とまず は可能 であ る。 しか し本論文では、それに と
どまることな く、 ヴィンクラーに よってなされた呪術師がお こな う諸儀礼 の記述 をも とに、具体 的にい
かな る儀礼 において、いかな る神 々や霊 へ と呼 びか けがな されていたか を整理 し、生 きた崇拝 の場面 に
おけるそれ らの関係の考察 を試みてい る。 その結果、 おお まかに言って、儀礼の場面 においてバ タ ック
人 は神 々 と祖霊 と自然神 とを一組 にして崇拝 す るとはいえるが、儀礼 内容 と崇拝対象が必然性 を もって
結びついてい るとは言いがたい とい うことが指摘 され る。 そ してバ タック人が諺や 日常会 話 において こ
れ らの神 々をひ とま とめに 「デバ タ」 と呼んでいる点 に注 目しつっ、む しろ この ような未分化 の一体 と
しての 「1つ の もの」の崇拝 が先 にあ り、 それが具体的な儀礼 の場 において様々 な名前で呼ぼれるのだ
とい う見方 を提示 して いる。バ タックの宗教 における崇拝対象を以上の ように整理 した後 、以下 の4節
と5節 では、バ タックの儀 礼生活が と りあげ られ る。 まず 「4節 集 団的儀礼」で は、主に その事例 と
して、 ビウス と呼 ばれ る一村を超 えた血縁 的地縁的集団 によ りかって行 なわれていた諸儀礼 の うち、最
も重要 な 「マガセ ・タオ ン」(一 年 の始 ま りの儀礼)の 実態が、様々 な資料 を渉猟 しつつ明 らか に され
る。一方、「5節 個人 的儀礼」において は、キ リス ト教受容以前 のバタ ック社会 において重要な役割 を
果た していた ダ トゥと呼ばれ る呪術 師の活動 の実態 に迫 るこ とが試 み られ る。バ タックの呪術 師に関す
る研究 は、資料の欠乏ゆ えに充分 に行 なわれて きた とは言 いがた く、数少 ない宣教師の報 告書 を もとに
したステ レオ タイ プ的 な呪術 師像 が繰 り返 し描 き出 され るに とどまって きた。 しか し、論者 はバ タ ック
文字 に よる呪術 の書(pustaha-laklak)を 用 い ることで その ような停滞 を突破 しよう と試 み、特 に、呪
術 師の術 のバ ラエテ ィを具体 的に明 らかに した こと、 そ してそれ らに通底 する世界観、 とりわけ人間の
運命 をめ ぐる観念 世界 を明 るみ に出 した こ とは、バ タ ック研 究 におけ る重要 な貢献 であ る。 この部分
は、世界的 に見て も数少ないバ タ ック文書 の専門家 としての論者 の特色が いかんな く発揮 された、本論
文 の うちで も最 もオ リジナ リテ ィの高 い部分 である といえ る。 以上 の考察 をさ らにすすめて 「6節 バ
タックの土着宗教の構図」で は、バ タック宗教 の全体的構 図 を描 き出す試 みが なされてい る。すなわち、
バ タック社会 その ものの成立を可能 にす る集 団的儀 礼 を中核 とし、個々人 の生活関心 に結 びっいた個人
的儀礼が その周辺 に位置す る。 そ して この中核部分 と周辺 部分 の双方 に浸潤 して両者の一体性 を作 り上
げてい るのが神々や霊的諸存在 のパ ンテオ ンである、 とい うものであ る。
「第二章 バ タック宗教の動態 的研究」で は、第一章 の考察 を踏 まえて、更 に、バ タックの土着宗教が
外来 の政治的、文化 的、宗教的影響 の もとで どのように変化 して きたのか を取 り扱ってい る。 「1節 バ
タック社会の変動」 においては、バ タ ック社会の孤立 陸が破 られ てい く経緯 を、パ ドリ戦争、 ドイツの
伝道団 によ るキ リス ト教伝道、 オ ランダの植 民地 体制へ の組 み入れ と抵 抗勢力の排 除(シ シガマガ ラ
ジ ャ戦争)な どにふれ なが ら略述 してい る。 「2節 土着宗教の解体 」で は、その社 会変動 がバ タ ックの
宗教 に及 ぼ した影 響 を、 とりわけキ リス ト教 と土 着宗教の かかわ りに焦点 を しぼ りなが ら考察 してい
る。1861年 にバ タック地 方で活動 をは じめた ライン伝道協会 は、信者の儀礼活動にさ まざまな規制 を加
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えは じめる。儀礼的な踊 りへ の参加禁止や打楽器(ゴ ンダン)の 演奏 の禁止 な どが植民地政庁 への働 き
か けによって矢継 ぎ早 になされたが、中で も特 に、上述の ビウスに よる儀礼が禁止 された こ とはバ タッ
クの土着宗教 の中核 部 を麻痺 させ、大 きな ダメー ジをそこに与 え る結 果 となった。 「3節 土着宗教 の
再生の試み」で は、その ようなキ リス ト教 に よる抑圧 と解体の力 に抗ってバ タ ックの土着宗教の①再生
を図 ろう とす る運動 、および② それ を維持 してい こうとす る試みが とりあげ られ る。①の事例 として と
りあげられ るのが、バ タ ックにお ける 「千年王 国運動」 としてのパルマ リム運動 とパル フダムダム運動
で ある。パルマ リム運動 は、1890年 に、上述 のシシガマガ ラジャ戦争 におけ るオランダの優 位が決定 的
になる中で、シシガマガラジャ十二世 の顧 問で あった ソマ ライ ン とい う呪術 師によって はじめられた も
のであ る。一 方、パ ル フダムダム運動 は さらにオランダによる支配が確 立 し、バ タック社会 や若者 の考
えに影 響 を及 ぼ し始 めた1910年 代 にジ ャマ ン ・ポハ ン とパガ ンベジ ャウ ・パサ リブの二人に よってお こ
された。いずれの運動 も、植民地支配や 外来 の宗教 による圧力下 で、土着的な宗教や道徳を復活 させ よ
うとす る試 みであ るが、 しか し注 目すべ きはそれ らが外来の要素を触媒 に し一部 はそれ らを取 り入 れつ
っ土着宗教 の復活 を図 るという点であ るとされ る。つ ま り前者 にあっては、 ソマライ ンに伝統 的道徳 の
復活を啓示 したのは 「エ ホバの神 」であ るとされ、 また後 者では伝統 的な不死身の術 がイス ラムか ら借
用 された儀礼 を通 して実現 され るのであ る。② の事例 として は改葬儀礼 お よび改葬墓(ト ゥグ)の 建設
が取 り上 げられ る。 これ らの慣習 は、バ タック人 の伝統的な霊魂 観 にねざ し、彼 らの祖先崇拝 と切 り離
す こ とがで きない もので ある と論者 は述べ る。す なわ ち、バ タック人の聞では、人 は死ぬ とべ グとい う
死霊にな ると信 じられてい る。ベ グは死者 の国で生者 と同様 の暮 らしを送 って いるが、 その境遇 は子孫
た ちの この世 でのあ りよ うに依存 してい ると考 え られてい る。子孫たちがその数 を増 し、富み栄 え、か
っ祖先 であ るベグの ことを忘れな ければ、ベ グは死者の国での地位 を高 め、ベ グの長で あるスマ ゴッ ト
にな ることが で きる。 そ して まさに、 自分 たちの祖先がスマ ゴッ トになった ことの証 を立て、その大 い
な る力 を称 え、 自分 たち とその祖先 との結 びっ きを確認す るために行 なわれ るのが この改葬儀礼で あ る
とされ る。 この儀礼 は、 キ リス ト教会 に よって常 に異教的で ある との疑 いの 目で見 られ、実際 に規制 も
加 えられて きた。本論文で は一方 で これ らのキ リス ト教 によって加 え られてきた規制 を文献研究 に よっ
て詳細 に明 らかにす る とともに、 フィール ドにおける聞 き取 り調査 を もとに して、現在 、キ リス ト教 的
な色付 けをされっつ も維持 されてい る改葬儀礼の実態 を報 告 してい る。最後 にこの節 では、バ タ ック人
宗教学者 の研 究 を、土着宗教 の再 生 とい う文脈 の中で読 み直す とい う非常 にユニ ークな試 みが なされ
る。具体 的にそ こで検討 されてい るのは、上で とりあげた トビンとシナガが それ ぞれ1950年 代 と1980年
代 に出版 した著作で ある。論者 に よれ ば、 いずれの著作 も、バタ ックの宗教が従来 「アニ ミズム」 とい
う枠組 みにおいて理解 されて きたのに抗 し、高神信 仰 を中心にすえてそれ らを捉 えなおそ うとす る内容
になってい るとい う。つ ま りそこには、代表的 な 「未開宗教」論 であ るところの 「アニ ミズム」 を拒否
し、バ タ ックの土着宗教 とキリス ト教 との類似性 を主張 しよう とす る筆者 の意図 をうかが うこ とが でき
る とい うので ある。 しか しその一方で、とりわけ トビンは、バ タックにおける神観念 の独 自性 を主張 し、
その高神が宇宙 の創造神で はな く、宇宙 その ものであ り、世界 の中に存在す る一切 の ものにその刻 印を
押すのだ と主張 して いる と論 じてい る。本論文で は、 これ らの学説 の妥 当性が批判的 に検討 された後、
む しろそれ らは、バ タ ック人であ りっっ キ リス ト教徒で もあ る とい う彼 らの分裂 した アイデ ンテ ィティ
を克服 しよう とす る試 み として読 まれ るべ きで はないか と主張 され、 その ような意昧で は これ ら もバ
タ ック人 における土着宗教再解釈 の試み の一貫 と位 置づ けうると主張 され る。
終章 では、 これ までの義論をふ りかえ りなが ら、今一度 バ タックの宗教 の全体像 を描 き出す ことが試
み られ る。つ ま り、バ タック人 たちの信 じる神々や諸霊は一方で個別 の名前 と属性 をもち、互 いに関係
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付 け られてパ ンテオンを形成 して いる。 しか し具体的 な儀礼 の実践の場面 に立脚 して検討す るな ら、そ
れ らの特定の神 や霊 ではな く、 それ らが融解 した 「アマルガ ム」 としてのパ ンテオン全体が崇拝 の対象
となって いるとい うべ きで ある。 そ して論者 に よれ ば、 その融合 した全体 を表 す言葉 こそが 「デバ タ」
に他な らない。そ してその 「デバ タ」が、社会 の存続 に不可欠 な中核 的集団的儀礼 と、個人の関心に基
づ いた周辺的個 人的儀礼 の双方 を基礎 付 け、結 び合 わせて い るので ある とい う。 また、 この よ うに描 き
出されたバ タックの 「土着宗教」 は、外来文化 の影響 、 とりわけキ リス ト教の伝来 と受容 によって大 き
な変化 をこうむってい るとされ る。 「土着宗教 」はキ リス ト教 に よ り制 限を受 け、「解体 」されていった。
しか しその一 方で、バ タ ック としての アイデ ンテ ィテ ィが模索 され る中、外来 の要素 を取 り込んだ形 で
それ らを 「再 生」 しようとす る動 き も見 出す こ とがで きるとされ、千年王国運 動や改葬儀礼、バ タック
宗教学者 による 「土着宗教」 の再解釈の試みな どが とりあげ られ た。
本論文 は従 来、断片的に とりあげ られ る傾 向のあったバ タ ックの宗教生活について、先行研究の渉猟
や文字資料、 フ ィール ドワー クに基 づ きなが ら、 その全体像 を明 らかにす るこ とに成功 して いる。 「中
核」「周辺」「解体」[再 生]と いった明快 な鍵概 念 を用 いて多様 な宗教生活の諸相 お よびその変動 を明快
に切 り分 けてい く論者 の手法 は鮮やか な もので あ り、 ある社会 の宗教 を総体 として記述 す る 「宗教誌」
とで もい うべ き新 しい分野 の範例 となるこ とさえ予感 させ るもので ある。 また、世界 的に見 て も数少な
いバ タ ック呪術の書 の専 門家 としての論者の特色が生か され、本論文 には 日本で最初 のその翻訳や解説
が含 まれてお り、 この面 において も非常 にオ リジナ リテ ィの高い もの といえる。 これ らの点において本
論文 はバ タ ック研究のみな らず宗教学全般、 とりわ け近年 盛んにな りっつ ある 「呪術 」研 究の分野 の進
展 に大 きな寄与 をなす ものであ るといえる。
したが って本論文の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに相応 しい と認め られ る。
一269一
